

























































人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%）
2007 635 487 76.7 126（16） 19.8（2.5） 22 3.5
2008 640 477 74.5 138（19） 21.6（3.0） 25 3.9
2009 635 496 78.1 134（18） 21.1（2.8）  5 0.8
2010 626 497 79.4 125（11） 20.0（1.8）  4 0.6














表 2.　開催年毎ベスト 4の出身チーム（男子 2007年～ 2010年）宮城県高校
開催年 総数（人）
中学校出身 クラブ（Jクラブ）出身 その他
人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%）
2007 80 47 58.8 32（ 4） 40.0（ 5.0） 1 1.3
2008 80 40 50.0 40（ 8） 50.0（10.0） 0 0.0
2009 80 33 41.3 47（14） 58.8（17.5） 0 0.0
2010 80 40 50.0 40（ 8） 50.0（10.0） 0 0.0
2011 80 39 48.8 41（ 8） 51.3（10.0） 0 0.0
表 3.　開催年毎の出身チーム（女子 2007年～ 2010年）宮城県高校
開催年 総数（人）
中学校出身 クラブ（Jクラブ）出身 その他
人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%）
2007 244 145 59.4 65 26.6 34 13.9
2008 244 174 71.3 70 28.7  0  0.0
2009 243 158 65.0 79 32.5  6  2.5
2010 226 139 61.5 86 38.1  1  0.4
2011 237 125 52.7 91 38.4 21  8.9
表 4.　開催年毎決勝進出の出身チーム（女子 2007年～ 2010年）宮城県高校
開催年 総数（人）
中学校出身 クラブ（Jクラブ）出身 その他
人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%） 人数（人） 割合（%）
2007 40 0 0.0 40 100.0 0 0.0
2008 40 0 0.0 40 100.0 0 0.0
2009 40 0 0.0 40 100.0 0 0.0
2010 40 1 2.5 39  97.5 0 0.0












































2007 478 395 82.6%  73 15.3%  9 1.9% 1 0.2%
2008 480 384 80.0%  76 15.8% 18 3.8% 2 0.4%
2009 475 382 80.4%  67 14.1% 26 5.5% 0 0.0%
2010 470 365 77.7%  92 19.6% 11 2.3% 2 0.4%





全国大会である。各地区連盟の代表枠は，北海道 1，東北 1，北信越 1，関東 5，東海 2，関








































2007 149 118 79.2% 30 20.1% 1 0.7% 0 0.0%
2008 150 108 72.0% 38 25.3% 3 2.0% 1 0.7%
2009 150 115 76.7% 31 20.7% 4 2.7% 0 0.0%
2010 148 111 75.0% 32 21.6% 4 2.7% 1 0.7%
2011 150  97 64.7% 49 32.7% 4 2.7% 0 0.0%
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の貢献のみならず，地域スポーツへの貢献も今後視野に入れるべきであろう。
4.　おわりに
　1991年に設立した Jリーグが 20年を迎えた。現在も経営難など，多くの課題を抱えては
いるものの，スポーツ界に影響を及ぼしたことは否定できない。設立当初は，「スポーツ文化」
「地域に根差した」といったテーマが素直に受け入れられた状況でもなかったことは事実で
ある。20年の継続が，ようやく認知度を高め，今では，他の分野においてさえ，「地域」と
いうことがキーワードになって活用されている。しかしながら，「日本のスポーツ文化の醸成」
はまだまだである。文部科学省の提唱する「総合型地域スポーツクラブ」も十分な成果をあ
げているとはいえない。そこには，施設の問題，運用の問題，スポーツ指導者の問題など，様々
なものが関与している。施設の問題に限って言えば，行政が新しい施設を作るには財政難を
抱え，民間企業も同様である。限りある資源を活用していくのがこれからのテーマであれば，
現在ある学校施設，そこで活動する学生・生徒を活用していかなければならない。トップア
スリートの養成は，スポーツ水準の向上に不可欠ではあるが，底辺レベルでの水準の向上が
なければ，トップアスリートの発掘も難しい。
　兵庫県は，「総合型地域スポーツクラブ」の先進県である。小学校などを拠点としたスポー
ツを通じての地域コミュニティの構築は，震災の影響から，地域のコミュニティが重要であ
るとの認識が県民を動かしているものである。「スポーツ文化の醸成」をテーマに今後も研
究を展開していく予定である。
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